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心
配
な
く
学
べ
る
施
策
の
充
実

は
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
高
校
の
授
業
料

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
30
カ
国
中
26

カ
国
が
無
料
で
あ
り
、
学
費
無

償
化
が
世
界
の
流
れ
で
あ
る
。

教
育
予
算
を
抜
本
的
に
ふ
や

し
、
高
校
生
や
大
学
生
向
け
の

返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度
の
創

設
を
初
め
、
学
費
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
返
済
不
要
の
奨

学
金
制
度
の
創
設
を
初
め
と
す

る
学
費
負
担
の
軽
減
を
求
め

る
。

▪
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

我
が
国
の
Ｂ
型
、
Ｃ
型
ウ
イ

ル
ス
肝
炎
患
者
・
感
染
者
数
は

350
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
、
国

内
最
大
の
感
染
症
と
し
て
抜
本

的
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
０
８
年
度
か
ら
、
国
の

「
新
し
い
肝
炎
総
合
対
策
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
法
律
の
裏

づ
け
が
な
い
予
算
措
置
で
あ
る

た
め
、
実
施
主
体
で
あ
る
都
道

府
県
に
よ
っ
て
施
策
に
格
差
が

生
じ
て
い
る
。
適
切
な
ウ
イ
ル

ス
肝
炎
対
策
を
、
全
国
的
規
模

で
推
進
す
る
た
め
に
は
、
肝
炎

対
策
に
係
る
「
基
本
理
念
」

や
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責

務
を
定
め
た
「
基
本
法
・
根
拠

法
」
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
す
べ
て
の

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
患
者
救
済
の
た

め
、
緊
急
に
次
の
施
策
を
講
ず

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

⑴
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
策
を
全
国

的
規
模
で
等
し
く
推
進
す
る
た

め
に
、
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基

本
法
を
早
期
に
成
立
さ
せ
る
こ

と
。

な
っ
て
い
る
。
オ
バ
マ
米
大
統

領
は
、
４
月
５
日
に
チ
ェ
コ
・

プ
ラ
ハ
で
「
核
兵
器
を
使
用
し

た
こ
と
の
あ
る
唯
一
の
核
兵
器

保
有
国
と
し
て
、
米
国
は
行
動

す
る
道
義
的
責
任
が
あ
る
。
核

の
な
い
平
和
で
安
全
な
世
界
を

米
国
が
追
求
し
て
い
く
こ
と
を

明
確
に
宣
言
す
る
」
と
世
界
の

諸
国
民
に
行
動
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。
世
界
の
核
兵
器
の
95

％
を
占
め
る
米
国
と
ロ
シ
ア
が

戦
略
核
兵
器
削
減
に
合
意
し
、

ラ
ク
イ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
主

要
国
首
脳
会
議
と
し
て
初
め
て

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
目

指
す
こ
と
を
掲
げ
た
。
今
こ
そ

国
際
社
会
が
一
致
協
力
し
て
核

兵
器
廃
絶
へ
具
体
的
行
動
を
起

こ
し
て
い
く
と
き
で
あ
る
。
日

本
政
府
は
、
世
界
で
た
だ
一
つ

被
爆
体
験
を
持
つ
国
の
政
府
と

し
て
、
２
０
１
０
年
の
核
不
拡

散
条
約
再
検
討
会
議
で
核
兵
器

廃
絶
の
明
確
な
約
束
が
履
行
さ

れ
る
よ
う
、
被
爆
国
に
ふ
さ
わ

し
い
主
導
的
役
割
を
果
た
す
べ

き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
市
議

会
は
、
政
府
に
対
し
、
被
爆
国

民
の
念
願
で
あ
る
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
実
現
さ
せ
、
北
朝
鮮

の
核
兵
器
開
発
計
画
を
放
棄
さ

せ
る
た
め
に
も
、
日
本
政
府
が

核
保
有
国
を
初
め
、
す
べ
て
の

国
に
対
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
条

約
の
締
結
を
目
指
す
国
際
交
渉

を
速
や
か
に
開
始
す
る
よ
う
、

具
体
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

▪
返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度
の

創
設
な
ど
を
求
め
る
意
見
書

　

貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、

子
育
て
の
家
庭
の
経
済
状
況
の

悪
化
に
よ
る
「
子
ど
も
の
貧

困
」
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
教
育
費
の
負
担
が
家
計
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
お
金
の

人
　
事

◆
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
委
嘱

に
つ
い
て

山
㟢　

源
三
氏
（
再
任
）

大
森　

佐
和
氏
（
新
任
）

そ
の
他

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
契
約
の
締
結
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

　

三
鷹
市
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
正
面
入
口
に
お
い
て
発
生
し

た
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
の
額

を
62
万
６
千
955
円
と
す
る
こ
と

で
合
意
に
達
し
、
速
や
か
に
和

解
契
約
を
締
結
す
る
必
要
が
生

じ
た
が
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
第
179
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
７
月
13
日
、

市
長
に
お
い
て
専
決
処
分
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

◆
地
方
自
治
法
第
244
条
の
４
の

規
定
に
基
づ
く
審
査
請
求
に
関

す
る
諮
問
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
が
し
た
公
の
施

設
（
三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン
タ

ー
）
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す

る
処
分
に
つ
い
て
、
審
査
請
求

が
あ
っ
た
の
で
、
地
方
自
治
法

第
244
条
の
４
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
諮
問
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
千
552
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
94
億
４

千
285
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
平
成
20
年
度
決
算
に
よ
っ

て
、
前
年
度
の
三
鷹
市
の
保
険

給
付
費
が
確
定
し
た
が
、
同
決

算
に
お
い
て
は
、
国
、
支
払
基

金
、
東
京
都
、
三
鷹
市
が
そ
れ

ぞ
れ
財
政
負
担
し
た
額
が
、
保

険
給
付
費
の
見
込
み
と
実
績
に

相
違
が
生
じ
た
た
め
超
過
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
決
算

の
翌
年
度
で
あ
る
平
成
21
年
度

に
お
い
て
、
保
険
給
付
費
に
か

か
る
本
来
の
負
担
ル
ー
ル
に
従

っ
た
精
算
を
行
う
も
の
で
す
。

決
算
の
認
定

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
受
託
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
１
・
３
面
に
関
連
記
事

千
円
で
す
。
６
点
目
が
、
教
育

費
の
図
書
館
管
理
運
営
費
の
増

260
万
９
千
円
で
す
。

　

続
い
て
、
繰
入
金
の
増
２
千

941
万
６
千
円
で
す
。１
点
目
が
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
入

金
の
増
２
千
341
万
６
千
円
で

す
。２
点
目
が
、環
境
基
金
と
り

く
ず
し
収
入
の
増
600
万
円
で
、

歳
出
は
衛
生
費
の
先
導
的
環
境

活
動
支
援
事
業
費
の
増
と
し
て

同
額
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

続
い
て
、
諸
収
入
の
増
３
千

700
万
円
で
す
。
１
点
目
が
、
小

金
井
市
か
ら
の
可
燃
ご
み
受
け

入
れ
の
緊
急
支
援
に
係
る
受
託

事
業
収
入
４
千
200
万
円
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。
２
点
目
が
、

地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
助
成

金
収
入
の
減
500
万
円
で
す
。

　

そ
の
他
の
内
容
と
し
て
、
１

点
目
が
、
総
務
費
の
財
政
調
整

基
金
積
立
金
の
増
１
億
２
千
682

万
３
千
円
で
す
。
２
点
目
が
、

衛
生
費
の
ふ
じ
み
衛
生
組
合
関

係
費
の
増
１
千
437
万
円
で
す
。

　

続
い
て
、
繰
越
明
許
費
で
、

子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事

業
費
及
び
同
事
務
費
、
防
災
通

信
体
制
整
備
事
業
費
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
要
経
費
の
一

部
に
つ
い
て
繰
越
明
許
費
を
設

定
し
、
翌
年
度
に
繰
越
す
も
の

で
す
。

可
決
し
た
議
案

　 

第
３
回
定
例
会

条
　
例

市
長
提
出
議
案

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い

て
、
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
限
り
、
現
行
の
38
万
円
か
ら

42
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

　

企
業
収
益
の
急
速
な
悪
化
を

背
景
と
し
て
、
法
人
市
民
税
の

還
付
金
等
の
予
算
に
不
足
が
生

じ
る
見
込
み
と
な
り
、
速
や
か

に
還
付
手
続
を
行
う
た
め
の
予

算
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
生
じ

た
が
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た

め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
179
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
７
月
21
日
、
市

長
に
お
い
て
専
決
処
分
を
行
っ

た
も
の
で
す
。補
正
の
内
容
は
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
１
億
３
千
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
613
億
２
千
342
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
21
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

特
別
措
置
事
業
費
に
同
額
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。
次
に
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
交
付
金
１

億
５
千
480
万
円
と
子
育
て
応
援

特
別
手
当
事
務
取
扱
交
付
金
763

万
円
で
、
歳
出
は
民
生
費
の
子

育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業

費
１
億
５
千
480
万
円
と
同
支
給

事
務
費
１
千
195
万
４
千
円
で

す
。
次
に
、
学
校
情
報
通
信
技

術
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金
７

千
695
万
６
千
円
で
す
。次
に
、疾

病
予
防
対
策
事
業
費
等
補
助
金

６
千
308
万
９
千
円
で
、
歳
出
は

衛
生
費
の
女
性
特
有
の
が
ん
検

診
推
進
事
業
費
７
千
７
万
１
千

円
で
す
。
次
に
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利

活
用
モ
デ
ル
構
築
事
業
委
託
金

の
増
３
千
219
万
８
千
円
で
す
。

　

続
い
て
、
都
支
出
金
の
増
１

億
３
千
805
万
４
千
円
で
す
。
ま

ず
東
京
都
が
平
成
21
年
度
に
創

設
し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
等

推
進
区
市
町
村
補
助
金
」
１
億

２
千
442
万
円
で
、
歳
出
は
総
務

費
の
ス
ー
パ
ー
エ
コ
庁
舎
推
進

事
業
費
に
同
額
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。
次
に
「
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
特
例
補
助
金
」
１

千
363
万
４
千
円
で
す
。
１
点
目

が
、
総
務
費
の
安
全
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
等
関
係
費
の
増
239
万
４

千
円
で
す
。
２
点
目
が
、
総
務

費
の
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
の

増
482
万
円
で
す
。
３
点
目
が
、

労
働
費
の
情
報
提
供
事
業
費
の

増
89
万
４
千
円
で
す
。
４
点
目

が
、
商
工
費
の
商
工
振
興
助
成

事
業
費
の
増
１
千
358
万
３
千
円

の
う
ち
の
208
万
３
千
円
で
す
。

５
点
目
が
、
商
工
費
の
中
小
企

業
等
融
資
事
業
費
の
増
83
万
４

そ
れ
ぞ
れ
７
億
９
千
364
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
621
億
１

千
707
万
２
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
行

う
も
の
で
す
。
今
回
の
補
正
予

算
は
、
主
に
「
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事

業
」
や
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
特
例
補
助
金
事
業
」
な
ど

経
済
危
機
対
策
に
係
る
国
の
補

正
予
算
や
国
の
交
付
金
を
受
け

て
東
京
都
が
基
金
を
設
置
し
て

実
施
す
る
補
助
制
度
等
を
活
用

す
る
形
で
事
業
費
等
を
補
正
計

上
す
る
も
の
が
中
心
で
す
。

　

最
初
に
国
庫
支
出
金
の
増
５

億
８
千
917
万
４
千
円
で
す
。

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
」
と
し
て
、
５

事
業
で
２
億
２
千
381
万
６
千
円

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
１
点

目
が
、
総
務
費
の
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業
費
３

千
958
万
２
千
円
で
す
。
２
点
目

が
、
衛
生
費
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
関
係
費
の
増
１
千

869
万
４
千
円
で
す
。
３
点
目

が
、
商
工
費
の
商
工
振
興
助
成

事
業
費
の
増
１
千
358
万
３
千
円

の
う
ち
の
１
千
150
万
円
で
、
市

内
共
通
商
品
券
（
む
ら
さ
き
商

品
券
）
事
業
を
１
億
１
千
万
円

増
額
し
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。
４
点
目
が
、
消
防
費
の
防

災
通
信
体
制
整
備
事
業
費
の
増

６
千
948
万
７
千
円
で
す
。
５
点

目
が
、
教
育
費
の
学
校
管
理
運

営
費
の
増
１
億
162
万
４
千
円
で

す
。
次
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
支
援
対
策
等
事
業
費
補
助
金

の
増
３
千
68
万
５
千
円
で
、
歳

出
は
民
生
費
の
住
宅
手
当
緊
急

緑
化
の
取
り
組
み
推
進
の
た
め

芝
生
化
さ
れ
る
市
本
庁
舎
中
庭

意
見
書
（
要
旨
）

議
員
提
出
議
案

▪
核
兵
器
廃
絶
へ
日
本
政
府
が

主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

　

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の

実
現
を
求
め
る
声
は
今
、
国
際

政
治
に
お
い
て
大
き
な
流
れ
に


